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ハワイ王国の文化と社会一その変遷と多元社会の形成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金澤宏明
はじめに
　我々の持つハワイ（Hawai’i）・イメージとはどういうものであろうが1＞。水森亜土の歌曲で
一斉を風靡した『南の島の大瑚に表象されたモンゴロイドの「ハワイ人」の国や、アロハシャ
ツにムームーといった「ハワイらしい」服装を思い浮かべるかもしれない。しかし、現在のハワ
イはアメリカ合衆国の一州であり、様々な人種・民族が多元的に社会を営んでおり先住ハワイ人
ばかりの地域ではない。また、アロハシャツもムームーも、元来ハワイにあったものではない。
ムームーは西洋文化と接触したハワイ王国下のハワイ社会で編み出されたものであり、アロハシ
ャツは1930年代に東洋人移民の手により作られたものである（2）。現在、我々が「ハワイらし
い」と考えているものは必ずしもハワイ王国以前の先住民族による伝統文化にのみ由来するもの
ばかりでなく、西洋文化や東洋文化との混交の産物であるといえよう（3）。
　他者としてハワイを巡るイメージからその本質を理解することば容易ではない。それはハワイ
それ自体の複雑さに由来するものであり、その表層的な現象面に囚われていては「ハワイ’幽の
理解にはほど遠い。しかし、こうした点を手探りに地道な研究を積み重ねなければ、「ハワイら
しさ」から本質としての「ハワイ性」に近づくことはできない（4）。
　本稿は、ハワイ革命（1893年）と併合（1898年）を経て合衆国の島喚領土となる以前のハワ
イ文化・社会の状況を、併合とその後の立州に至る前段階として概観するものである。その際、
アメリカ外交史の視座に立つ著者の方法論により、この点を考察する。統治期以前のハワイの状
況を検討することによって、王国統治下のハワイ社会が必ずしもポリネシア系ハワイ人固有の伝
統文化と社会によって成立していたわけではなく、むしろ西洋世界の影響を自律的に、ないし外
圧的に受け変遷したことを明示する。このときに形成されたハワイの文化及び仕会が、その後の
アメリカ併合への推進剤となり、現在のハワイにみられる多元社会の基盤を形成したと考察する。
筆者はこの熟考が現在のハワイ社会の複雑さへの理解を深めると考える。本研究ノートではこの
主題に沿い、便宜上対象時期の中心をカメハメハ1世期（1795年）からアメリカ連邦下でのハ
ワイ準洲政府成立（1900年）までと設定する。
1章ポリネシア系ハワイ人国家の形成
　ハワイで社会が形成されるには南海語を話す人々の太平洋への拡散なくしてありえなかった。
これらポリネシア系の祖先は東南アジア地方を起源とし、島嘆への移動を繰り返しながら徐々に
太平洋に移動し、紀元前10世紀頃には西ポリネシア地域に定着した後、紀元前の段階で東ポリ
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ネシアへ拡散したと考えられている。しかし、この頃の移動は他の島喚からダブル・カヌー噂ア
ウトリガーによる単発的な小集団移動であり、漂着地で社会を営むほど大規模ではなかった。ハ
ワイで社会が形成されはじめるのは3世紀頃からと推定されており、ハワイにたどり着いたポリ
ネシア系同士は混血を進める形でノ」・村落を形成しはじめたが、いまだ小規模であった。部族単位
による比較的大きな集団社会は10世紀にタヒチ方面からの大規模な移動が行われた後に始まっ
た。彼らは先住ポリネシア人を制圧し、他諸島との間で往復を繰り返すことにより徐々に人口が
増加したのである（5）。
　12世紀以降、族長支配体制と神話を元にした社会統制が確立し、神権政治的な族長統治体制
へ移行した。社会階層は大きく分けて4層に分類され、支配階層としてアリイ（ali’i、貴族》、カ
フナ（kahuna、神官や呪術師、医療工芸などの専門職業人）階級があり、一般庶民としてマカ
アイナナ（makai’iainana）があった。一方、タヒチからきた人々に征服された先住ポリネシア
人や、社会的禁忌を破ったものはカウバ（kauwa）と呼ぱれる被支配砦級に落とされた（6）eこ
のような支配体制を下支えするものとして、ハワイでは自然現象から派生した神々を信仰する多
神教社会が形成された。その信仰と社会制度の混合的統治の中で、ハワイ社会は社会的禁忌とし
て「カブ」（kapu）と呼ばれる禁制と、聖なる女性が持つ不，思議な力である「マナ」（mana）信
仰による社会秩序を形成した（7）。また、神官によって維持されるヘイアウ（heiau）と呼ばれる
神殿をその信仰の中心に位置づけた（8）。カブを破った人間はカウバ階級に落とされたが、それ
をあがなう免罪機能もヘイアウが持った。
　このような神殿を含め、ハワイの土地はそれぞれの族長によって支配されていた。アフプアア
（ahupua’a）とよばれる共同生活圏でハワイ人は生活を営み、その生活圏を維持するために、
それぞれの部族単位で生活していた。つまり、当時のハワイ社会には個人による土地所有及び富
の蓄積という概念形態はなく、族長の支配下でそれらは共有財産として維持されたのである（9）。
　以上のような社会統制のもと各族長によって分断統治されていたハワイを一人の王が統合す
るのは19世紀後半のことであり、こ糾まハワイと西洋の接触と時期を同じくした。1778年、ク
ック船長（James　Cook）指揮下の調査離鈴団が西洋人として初めてハワイ諸島を「発見」した。
彼らがハワイ諸島を西洋に報告すると、それ以降太平洋を航海する多くの船舶がハワイに寄港す
るようになった。この時期のハワイ社会は、徐々に部族統合が進み、アリイ・ヌイ（ali’i　nUi、
大族長）よる世襲的部族社会が形成されていた。1791年ハワイ島の大族長カメハメハ
（Kamehameha）が他島の平定に乗り出し、掌捕していたイギリス人から大砲や銃などの使用
法を学び武装を揃えると1795年にはハワイ諸島を事実上統一し、王国を樹立したのである（ハ
ワイの完全な支配は1810年）（1〔））e
ハワイ王国の成立と同時に、ハワイ社会は西洋社会との交易を開始した。ハワイは地政学的に
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太平洋の中心に位置しており、米英仏露による中継貿易の要所と考えられるようになった。中継
貿易として毛皮（ラッコ）貿易が盛んになり、のちに捕鯨貿易が発展すると中継拠点ないし補給
港としてハワイは太平洋貿易・漁業双方にとって欠かせない場所となった。ハワイは中継貿易を
利用し、1790年代から1825年まではイリアヒCiliahi、サンダルウッド）を中国へ輸出した。
これらの中継拠点産業と商品輸出の結果、ハワイ王国はその代価を手に入れるようになり、獲得
資本によって王国を維持するなど徐々に西洋型経済社会へと変わり始めたのである（11）。
2章ハワイ社会の変化
　西洋祉会の武装と経済力を背景にカメハメハがハワイを統一したが、この事実をしてもハワイ
王国の初期からハワイには西洋からの助力があった。それ故にハワイ王国樹立以降のハワイを検
討する場合、ハワイと西洋という単純な二項対立的解釈に陥ってはならない。むしろ、実直にポ
リネシア系ハワイ人たちが形成したハワイ社会と文化が、西洋文化と社会の影響のもと、王国で
どのような変遷をしたかを検討すべきである。
　ハワイ王国下での杜会・文化荊1度が大きく変化し始めたのは次代カメハメハ2世期からであっ
た。リホリホ（Ltholiho、在位1819・24））がカメハメノ・2世としてRP｛立すると、その妻カアフマ
ヌ（Kaahumanu）がクヒナ・ヌイ（㎞1血a・nUi、摂政）として政治に強い影響力をもった。彼
女は強いマナを持つ女性として崇められていた（12）。しかし、女性は男性との会食を禁止される
など、XSI」的なタブーが多く存在していた。これらのカブ制度を廃止しようという動きがハワイ
人女性有力者から行われ、1819年カアフマヌと1824年カピオラニ（KapiOlani）らを中心にカ
ブの打破と廃止に成功した。またこの時代、性的な表現のあるフラの踊りも禁止された。さらに
カアフマヌらは神官を否定し、ヘイアウを破壊しtCeそれはすなわち、人身御供などの慣習や、
カブによりカウバに落とされた人を救う免罪システムの消失を意味したが、最終的には被支配階
級であるカウバの消失もまた意味したのである。史家カーケンダール（Kuykenda皿）が指摘す
るように、これは神殿や司祭権力を基盤とした伝統的体制の打破により族長権力を弱め、王権を
安定化する試みであった。こうした文化・社会変化の背景には、西洋文化と接触した後の王国以
前の伝統文化・社会に対するハワイ人側からの自律的な意図があったのである（13）。
　これらの自律的なハワイ人側からの変化がある一方で、西洋社会からの働きかけによる変化も
起こった。その最たるものがキリスト教の伝播であった。1820年、アメリカ伝道評議会
（American　Bα迂d　of　Comm㎞neIs　fbr　Fo塑eign　M㎞ons）の派遣団が訪布し（全15回）、ニ
ューイングランド宣教師の文明化を促進しようとする意識とハワイ族長による要請が一致し、彼
らはハワイ社会の中で指導的位置を獲得した（14）。彼らは生活と秩序の統制のためにプロテスタ
ンティズムを導入し社会改良を行った。彼らは布教目的のため、まずハワイ言語の文字化をはじ
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め（アルファベット12文字）、1822年にはハワイ語一覧を作成した。1839年にはハワイ語の聖
書が出版され、はやくも1840年代に識字率の上昇がみられた。ハワイ語の文字表現化とともに
教育改革もまた促進され、1850年にはハワイ在住の白人の指導のもと教育法が制定され、1859
年には読み書き・算数の義務教育化が行われた（15）。
　このようにハワイ人側から自律的な社会改革が行われ、また同時期に宣教師の活動によりハワ
イ社会にキリスト教がもたらされた。伝統制度の改革は神権一致であったハワイの権力構造の再
編成を伴い、結果として政治と伝統宗教の分離をもたらしtCeその宗教的な空白地に代わりに導
入されたのがキリスト教であった。各ハワイ国王もキリスト教信徒になったり、宣教師が王国の
アドバイザーとなったりするなど、キリスト教はハワイ社会で普及したのである（16）。
　さらにカメハメハ3世期（在位1825－54）になると、ハワイ王国政府に対し、多くの白人が憲
法制定や立法など政策決定にアドバイザ・一・一として参画するようになった。彼らの援助のもと、ハ
ワイ国王は1839年に権利法典を発布し、翌40年には憲法制定を行った。さらに発展的に改正
した1852年憲法では奴隷制を禁止した。また、前述の通りハワイ人は土地共有概念を持ってい
たが、政府は1840年代より±地改革を断行し、48年マヘレ法（Great　Mahele）でハワイの土
地が王と族長で分割所有され、50年クレアナ法（KUIeana　Grant）により一般のハワイ人が土
地を個人所有することが可能になった。しかし、この制度はハワイ人には十分に周知されたとは
いえず、手順の複雑さなどからハワイ人で土地を得たものは少なく、それら配分された土地も、
王室所有地・官有地・個人所有間わず、その多くを白人が購入するないし安価な賃貸権を獲得す
ることとなった。1862年には外国人の土地所有率は72％にまで上昇し、その後のプランテーシ
ョン経済と白人勢力の台頭の基盤となったのである（17）。
3章ハオレの台頭とハワイ併合
　ハワイ語でハオレ（haole）と呼ばれた白人は、時代的背景とその目的から、西洋社会的価値
観をハワイに持ち込ん芯あるものは経済的利益を求め、あるものは宗教伝道の情熱に駆られ、
ハワイで生活を営むようになった。それらはまたその経済的活動や人命と財産の保護を目的とし
た西洋国家の干渉をも招いたのである。
　大きなうねりはロシア人の画策から始まった。1816年、アメリカ西部から太平洋の調査を行
っていたロシア人がハワイの一島を保護下におこうとする事件（後にロシア皇帝により否定）が
起き、それがハワイで活動しているハオレたちの安全保障と利権に対する意識をゆさぶった（18）。
1839年にはフランス海軍がホノルルに入港し、不平等な仏布通商協定を結んだ』ハワイ王国は
これら外国勢力餌1権痩得運動による不安定な状態を解消するため、列強による独立国家承認を
求めた。ハワイとの条約締結で後れを取ったアメリカは、1842年ハワイ王国を独立国家として
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承認し、ハワイとの紐帯を強めた。アメリカと対等な立場に立っため、英仏は共同宣言として同
年にハワイを独立国家として承認した。しかしながら、フランスは不平等協約を撤廃せず、さら
にイギリスも1844年不平等な通商協約を結ん彪またフランスは1849年7月に12人の在布フ
ランス人保護のため軍艦を派遣する強圧的な態度をとった。これらのことからハワイが独立国家
として承認を得ても、必ずしも国際的安全保障とハワイの安定的立場を生み出すものではないこ
とが明らhNこなった。一方でアメリカは同年12月に米布修好通商条約を締結した。同条約は英
仏の協約と異なり治外法権や関税自主権をもたなかったため、アメリカが他国に対して優勢な立
場となった。これをみるやイギリスも1851年通商条約を対等なものに締結し直している。この
ようにハワイは列強の利権保護に振り回されたのであった（19）。
　ハワイ王国はより強い国家体制を打ち立てることを企図し、その最たるものが前述した教育法
と土地法の充実であり、カラカウア王（DaVid　Kalakaua、在位1874・91年）の大西洋列強に対
抗する太平洋連合国家構想であった。しかし、白人秘密結社の弓錦1的な改憲運動により、1887
年通称「銃剣憲法」が成立し、王権の制限を狙ったのである。カラカウア王は、白人勢力に対抗
する目的で、サモアや日本などモンゴロイド国家との同種族提携を画策し、太平洋諸島連合構想
を打ち立てた。この構想は、結局は失敗したが、ハワイでのナショナリズムの萌芽となった（20）．
　カラカウアを継いだリリウオカラニ女王（lida　Liliuokalani、在位1891・93年）は87年憲法
を否定し、ハワイ王権強化を狙った新憲法を公布した（1893年1月）。アメリカ系白人を中心と
したハオレ改革派勢力は女王の動きに抵抗する革命運動を展開した。革命はホノルルに駐留して
いたアメリカ海軍を背景に行われ、在布アメリカ公使の命で軍隊がハワイに上陸した。公使が海
軍の活動がアメリカ政府の承認下で行われていると発言したため、女王は退位した。しかし、実
際には公使は政府からそのような命令を受けておらず、連邦議会による2度の事実調査が行われ
た（21）。
　ハオレによりハワイ暫定政府が樹立され、政府は即座にアメリカへの併合を打診した。民主党
クリーブランド政権は彼らが派遣した調査員の報告を受けてこれを拒否したため、暫定政府は翌
1894年ハワイ共和国（RepUblic　of　Hawaij）を樹立した。その後、共和党マッキンリー政権は実
体のない日本脅威論を背景にハワイ併合条約を提出し、議会の承認を経て1898年にハワイ併合
を達成した（2亀ハワイは1900年基本法の制定によりアメリカ準州になり、第二次世界大戦を
経験した後、1959年州に昇格したのである（23）。
4章　多元社会ハワイの形成へ
　19世紀半ば、ハワイで白人の土地所有が可能になると、甘簾糖などのプランテーション経済
が発展した。プランターは労働者の確保の必要性から、中国・日本・韓国・フィリピンからの移
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民労働者を求めた。ハワイ憲法により奴隷性が禁止されており、安価な労働者としてアジア人移
民が求められたのである。しかし、中国人移民噌大によりアメリカの併合論者とハオレの危機惑
が増大し、さらに日本政府による官約移民とそれ以降の自由移民が加わると、人口割合において
ハワイ人・白人を抜いて東洋人が最大人口となり、移民制限が必要と考えられるまでになった。
ハワイとアメリカの併合論者は、ハワイ革命後、ハワイ併合を達成するにはこれらの非白人をど
のように扱うかを考えなければならなかった。っまり、アメリカは併合のために非白人である東
洋人の排除が必要であり、ハワイ経済としては安価な労働者として東洋人移民の確保が必要とい
う、相互に矛盾する両立し得ない状況に陥ったのである（易の。
　このような矛盾した状況を解決したのが識字テストによる市民権の制限であった。1894年米
連邦議会報告書に記載されたハワイ参政権からの東洋人排除戦略は政策として採用され、併合法
に盛り込まれた。その方法として準用政府基本法（OrganicAct）はアメリカ市民権獲得のため、
ハワイ語もしくは英語の読み書き能力を規定しtc。その結果、中国人・日本人移民などほとんど
の在布東洋人は要件を満たせず、参政権を獲得できなかった。その一方、1840年代以降、教育
法の充実や義務教育の発展、キリスト教の受容によりハワイ人は知的水準が高いとみなされた。
またアメリカ系ハオレの指導のもとアメリカの体制を手本として憲法や司法制度を作り上げて
いた。これらのことから、ハワイ人はアメリカ市民権を付与するのに適合であるとされたのであ
る（25）。
　このようにして人種的な抑止力が取り除かれたことは、ハワイ併合推進の一要素となった。当
初、東洋人移民は参政権を剥奪されたが彼らはハワイから物理的に排除されることなく、将来、
契約労働者の子孫であるハワイ生まれの東洋人は属地主義によって市民権を獲得することが可
能であった。併合後のハワイは、ポリネシア系ハワイ人だけでなく白人・東洋人などそれぞれの
人種による複雑な民族的共伺体を抱えながら、ハワイ社会を形成した。これが現在の多元社会ハ
ワイへと連なっているのである。
おわりに
　ハワイ革命にアメリカ海軍が関与したことについて、革命100周年の節目に、クリントン大統
領（Wil】iam　J．　ClntOn）と連邦議会は正式にポリネシア系ハワイ人に対し謝罪した（26）。現在の
ハワイ人は、ハワイ語と英語の混在の中で自分のアイデンティティを如何に確立するか悩んでい
る。ハワイ人学校ではハワイ語集中プログラムが行われ、観光客向けのフラ（hula　auana）に
対して、学校教育で伝統的フラ（hula　kahiko）が学ばれている（27）。
海人であったポリネシア系ハワイ人は、他者との混血を厭うことなく、その子孫を残していっ
た。そtuまハワイ王国下でも継続し、多くが混血ハワイ人（Part・Hawainn）となった。ハワイ
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政府は1920年ハワイ人保護のため50％以上の血統を保持するハワイ人への優遇政策をとった。
．しかし、彼らのアイデンティティは50％の血筋という割り切りの中で境界づけられているわけで
はなかった。1992年ミス・ハワイを戴冠したパメラ・キムラ（Pamela　Kimura）は、旧貴族学
校であったカメハメハ・スクールを卒業し、その後ハワイ人活動家として活躍している。彼女の
父親は日系であり、母方はハワイ、ポルトガル、スペイン、朝鮮の各血筋を有していた。彼女の
存在自体が、ハワイ社会の多層性と複雑さを物語っているといえよう（28）。・
　ポリネシア系共伺体仕会のハワイ人・王国下のハワイ人・併合後のハワイ人をそれぞれ考えて
みたとき、果たして「ハワイ人」とはどういう存在を示すのであろうか。アメリカの公民権運動
後、ハワイではその余波の中でポリネシア系ハワイ人活動家を中心とした「ハワイアン・ルネサ
ンス」運動が展開された。これは確かに彼らのアイデンティティを巡る問題であった。しかし、
アメリカへの併合からではなく、ハワイ王国の成立段階からすでにハワイはポリネシア系ハワイ
人だけの土地ではなかった。見てきたようにハワイには様々な国家から白人が流入し、彼らは指
導的な立場にありさえし、ハワイ人に多大な影響を残した。また、日本人・中国人・フィリピン
人など東洋人移民が多く流入した結果、多くの移民共同体が生まれ、それらが総じて現在のハワ
イを形作っている。ゆえに我々はポリネシア系ハワイ人だけを見て「ハワイらしさ」を感じるの
ではなく、彼ら、すなわちハワイ語でカマアイナ、ハワイ英語でロコ（L㏄a1の転）と呼ばれる
「ハワイに住んでいる人々」の相互関連性やその複雑さを考察すべきである（29）。ハワイを理解
する上でポリネシア系ハワイ人を考えることは大切である。それと同時に、現在にも連なる「ハ
ワイ」を考察する場合、複雑な多元社会を形成したハワイの全体的な「ハワイ性」を見つめる視
線もまた、もたなければならないのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明治大学文学研究科博士後期課程西洋史専修）
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